
取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
一

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
尊
敬
の
気
持
ち
を
言
葉
で
表
す
。

　
②
　
自
己
中
心
的
な
考
え
を
改
め
る
。

　
③
　
多
く
の
星
座
を
見
つ
け
て
感
激
も
ひ
と
し
お
だ
。

　
④
　
あ
ま
り
の
楽
し
さ
に
我
を
忘
れ
る
。

　
⑤
　
人
を
敬
う■

心
を
大
切
に
す
る
。
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※漢字については「読み」の答えが「書き」、「書き」の答えが「読み」になっています。
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取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
胸
中
を
打
ち■
明
け
る
。

　
②
　
困
難
に
負
け
ず
、
仕
事
を
成
し
と
げ
る
。

　
③
　
予
定
よ
り
会
議
の
時
間
が
延
び
て
困
る
。

　
④
　
天
皇■

皇
后■

両
陛
下
の
海
外
へ
の
ご
訪
問
が
延
期

に
な
る
。

　
⑤
　
希
望
を
胸
に
が
ん
ば
ろ
う
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
三

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
郷
里
の
古
い■
城
が
世
界
遺
産
に
選
ば
れ
る
。

　
②
　
絹
の
糸
を
て
い
ね
い
に
巻
く
。

　
③
　
勤
務
先
の
会
社
の
沿
革
を
調
べ
る
。

　
④
　
破
れ
た
絵
巻
物
を
修
復
す
る
。

　
⑤
　
川
沿
い
に
在
る■

町
工
場
に
勤
め
る
。

　
⑥
　
物
語
の
上
巻
を
読
み■

終
え
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
四

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
洗
た
く
物
を
干
し
て
か
ら
机
の
上
を
整
理
す
る
。

　
②
　
劇
場
の
裏
口
を
警
備
す
る
。

　
③
　
恩
師
の
は
げ
ま
し
の
言
葉
に
感
激
す
る
。

　
④
　
山
沿
い
の
地
域
に
激
し
い■

雨
が
降
る
。

　
⑤
　
干
満
の
差
が
大
き
い
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
五

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
異
国
へ
の
旅
は
貴
重
な
経
験
で
あ
る
。

　
②
　
異
な
る
文
化
を
理
解
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

　
③
　
骨
が
折
れ
、
痛
み
で
呼
吸
も
で
き
な
い
。

　
④
　
先
生
か
ら
職
員
室
に
呼
ば
れ
る
。

　
⑤
　
鉄
骨
造
り
の
建
物
。

　
⑥
　
清
ら
か
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
う
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
六

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読
み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
砂
場
で
穴
を
ほ
る
。

　
②
　
内
閣
総
理
大
臣
の
指
示
に
従
う
。

　
③
　
砂
金
を
見
つ
け
る
。

　
④
　
日
本
国
憲
法
に
関
す
る
一
冊
の
本
を
読
む
。

　
⑤
　
主
君
と
家
来
が
主
従
関
係
を
結
ぶ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
七

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
親
孝
行
を
す
る
。

　
②
　
厳
し
い■

現
実
を
知
る
。

　
③
　
提
出
期
限
を
厳
守
す
る
。

　
④
　
紅
葉
が
美
し
い■

季
節
に
な
る
。

　
⑤
　
大
学
生
に
な
っ
た
姉
が
口
紅
を
使
う
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
八

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
木
の
切
り
株
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
て
危
険
だ
。

　
②
　
映
画
の
あ
ら
筋
を
説
明
す
る
。

　
③
　
湖
面
に
山
が
映
る
。

　
④
　
危
な
い■

場
所
に
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
。

　
⑤
　
兄
は
筋
肉
質
で
引
き
し
ま
っ
た
体
型
だ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
九

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字
の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
誤
字
だ
つ
字
に
注
意
す
る
。

　
②
　
言
葉
の
使
い
方
を
誤
る
。

　
③
　
疑
問
を
解
決
す
る
。

　
④
　
友
達
を
疑
う
こ
と
は
し
な
い
。

　
⑤
　
朝
食
を
簡
単
に
済
ま
す
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
季
節
外
れ
の
商
品
を
五
割
引
き
で
売
る
。

　
②
　
国
会
の
会
期
を
延
ば
す
。

　
③
　
ボ
ー
ル
が
当
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
。

　
④
　
お
年
玉
を
両
親
に
預
け
る
。

　
⑤
　
権
力
を
行
使
す
る
。

　
⑥
　
預
金
通
帳
を
大
事
に
管
理
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
一

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
ど
ん
よ
り
と
し
た
灰
色
の
、
今
に
も
雨
が
降
り■ 

出
し
そ
う
な
空
模
様
だ
。

　
②
　
予
報
で
は
降
水
確
率
が
高
い
。

　
③
　
大
規
模
な
工
事
を
計
画
す
る
。

　
④
　
水
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

　
⑤
　
墓
前
に
花
を
供
え
る
。

　
⑥
　
子
供
た
ち
が
バ
ス
か
ら
降
り
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
二

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
父
は
鉄
鋼
業
を
営
む■

会
社
に
勤
め
て
い
る
。

　
②
　
大
声
で
友
達
を
呼
ぶ
。

　
③
　
限
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
使
う
。

　
④
　
自
分
の
元
気
の
源
は
朝
ご
飯
だ
。

　
⑤
　
解
決
策
を
考
え
る■

必
要
が
あ
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日
　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
三

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
会
議
を
開
始
す
る
時
刻
に
な
っ
た
。

　
②
　
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
荷
物
を
降
ろ
す
。

　
③
　
あ
の
日
の
で
き
ご
と
を
心
に
刻
む
。

　
④
　
困
っ
て
い
る
人
々
を
救
済
す
る
。

　
⑤
　
に
ぎ
や
か
な
食
事
が
済
む
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
四

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
諸
外
国
か
ら
観
光
客
が
温
泉
地
に
や
っ
て
く
る
。

　
②
　
校
庭
の
夏
み
か
ん
が
す
っ
か
り
熟
し
た
。

　
③
　
冷
た
い■

水
が
わ
き
出
る■

泉
。

　
④
　
法
案
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
。

　
⑤
　
こ
の
織
物
は
洗
う
と
縮
む
。

　
⑥
　
効
率
化
を
進
め
、
作
業
時
間
を
短
縮
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
五

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
ユ
ネ
ス
コ
の
親
善
大
使
が
姿
を
現
す
。

　
②
　
養
蚕
業
で
は
、
蚕
の
ま
ゆ
を
収
か
く
す
る
。

　
③
　
選
手
と
し
て
成
功
を
収
め
た
の
ち
、
か
ん
と
く 

に
就
任
し
た
。

　
④
　
前
向
き
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
る
。

　
⑤
　
善
い■

行
い
を
心
が
け
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
六

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
窓
の
寸
法
を
測
る
。

　
②
　
垂
直
に
切
り■

立
つ
が
け
が
車
窓
か
ら
見
え
る
。

　
③
　
立
派
な
と
う
磁
器
が
割
れ
て
水
が
垂
れ
る
。

　
④
　
傷
口
を
応
急
処
置
し
た
。

　
⑤
　
機
械
の
操
作
ミ
ス
を
防
ぐ
。

　
⑥
　
事
故
に
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
軽
傷
で
済
ん
だ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
七

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
安
全
装
置
が
内
蔵
さ
れ
た
機
械
を
開
発
す
る
。

　
②
　
も
う
忘
れ
物
は
し
な
い
と
宣
言
し
た
。

　
③
　
友
人
の
誠
実
な
態
度
に
心
が
洗
わ
れ
た
。

　
④
　
洗
た
く
機
が
故
障
し
た
。

　
⑤
　
友
人
の
意
見
を
退
け
る
。

　
⑥
　
腹
痛
で
早
退
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
八

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
家
賃
を
納
め
る
た
め
大
家
の
家
を
訪
ね
る
。

　
②
　
布
を
ど
の
色
で
染
め
る
か
検
討
す
る
。

　
③
　
物
事
の
系
統
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
④
　
同
盟
国
を
訪
問
す
る
。

　
⑤
　
国
民
に
は
納
税
の
義
務
が
あ
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
十
九

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
新
し
い■

文
化
を
創
る
の
は
若
者
た
ち
だ
。

　
②
　
か
れ
は
独
創
的
な
演
奏
を
す
る
。

　
③
　
長
い■

階
段
を
負
担
に
感
じ
る
。

　
④
　
大
会
へ
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
。

　
⑤
　
あ
の
俳
優
は
演
技
が
上
手
だ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
姉
の
好
物
は
卵
料
理
だ
。

　
②
　
世
界
に
は
多
く
の
宗
教
が
あ
る
。

　
③
　
昨
晩
の
事
は
秘
密
に
し
て
お
こ
う
。

　
④
　
国
会
で
野
党
の
議
員
が
総
理
大
臣
に
質
問
す
る
。

　
⑤
　
東
京
都
に
あ
る
庁
舎
の
場
所
を
確
か
め
る
。

　
⑥
　
こ
こ
は
私
有
地
で
す
。



取と

り
組く

ん
だ
日
　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
一

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
従
来
の
や
り
方
を
改
善
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
②
　
困
難
な
問
題
だ
が
解
決
に
向
け
て
努
力
し
よ
う
。

　
③
　
地
層
に
興
味
が
あ
る
。

　
④
　
誕
生
日
に
花
が
届
く
よ
う
に
手
配
し
た
。

　
⑤
　
俳
句
の
雑
誌
を
買
う
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
二

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
人
間
の
脳
は
幼
児
期
に
急
速
に
発
達
す
る
。

　
②
　
幼
い■

子
供
た
ち
を
前
に
し
て
朗
読
を
行
う
。

　
③
　
法
律
の
勉
強
を
す
る
。

　
④
　
毎
朝
、
牛
の
乳
を
し
ぼ
る
。

　
⑤
　
コ
ー
ヒ
ー
に
牛
乳
と
砂
糖
を
入
れ
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日
　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
三

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
友
達
と
背
中
を
合
わ
せ
て
背
比
べ
を
す
る
。

　
②
　
す
ぎ
並
木
の
背
後
に
山
頂
が
見
え
る
。

　
③
　
山
の
頂
か
ら
日
の
出
を
拝
む
。

　
④
　
推
理
小
説
の
本
を
頂
く
。

　
⑤
　
自
宅
は
郵
便
局
の
並
び
に
在
る
。

　
⑥
　
父
の
百
科
事
典
を
拝
借
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
四

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
江え

戸ど

幕
府
の
初
代■

将
軍
は
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

だ
。

　
②
　
弁
論
大
会
が
幕
を
開
け
る
。

　
③
　
署
名
を
集
め
る
た
め
、
奮
起
し
た
。

　
④
　
勇
気
を
奮
う
。

　
⑤
　
弱
点
を
補
う
た
め
、
選
手
を
補
強
す
る
。

　
⑥
　
公
園
の
樹
木
を
な
が
め
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
五

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
ご
み
箱
に
、
ご
み
を
捨
て
る
。

　
②
　
答
え
を
四
捨
五
入
し
て
記
述
す
る
。

　
③
　
尺
八
は
太
く■

重
こ
う
な
音
を
出
す■

楽
器
だ
。

　
④
　
班
長
を
尊
敬
し
て
い
る
。

　
⑤
　
か
れ
の
夢
は
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
こ
と
だ
。

　
⑥
　
海
岸
で
美
し
い■

貝
が
ら
を
拾
う
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
六

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
朝
晩
、
川
沿
い
の
道
を
走
る
。

　
②
　
平
和
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

　
③
　
山
の
頂
上
で
お
弁
当
を
食
べ
る
。

　
④
　
一
枚
の
絵
画
が
、
先
祖
の
残
し
た
家
宝
だ
。

　
⑤
　
飛
行
機
の
模
型
が
妹
の
宝
物
だ
。



取と

り
組く

ん
だ
日
　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
七

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
批
判
を
承
知
で
今
後
の
方
針
を
述
べ
る
。

　
②
　
注
射
の
針
を
見
る
の
が
苦
手
だ
。

　
③
　
日
が
暮
れ
た
の
で
照
明
を
つ
け
る
。

　
④
　
兄
は
最
近
、
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
。

　
⑤
　
的
に
向
け
て
矢
を
射
る
。

　
⑥
　
提
案
に
対
し
て
否
定
的
な
意
見
が
出
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
八

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
縦
と
横
の
長
さ
か
ら
面
積
を
求
め
る
。

　
②
　
そ
の
作
家
の
著
作
を
多
数■

保
存
し
て
い
る
。

　
③
　
画
家
の
個
展
に
多
く
の
人
が
来
訪
し
た
。

　
④
　
い
つ
か
飛
行
機
を
操
縦
し
て
み
た
い
。

　
⑤
　
会
社
の
存
亡
を
か
け
た
商
品
を
開
発
す
る
。

　
⑥
　
ほ
乳
類
の
イ
ル
カ
は
肺
で
呼
吸
す
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
二
十
九

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
城
の
石
段
を
登
っ
た
翌
日
は
足
が
痛
か
っ
た
。

　
②
　
病
院
で
内
臓
の
検
査
を
受
け
る
。

　
③
　
台
風
の
た
め
至
る■

所
で
交
通
機
関
が
混
乱
し
た
。

　
④
　
服
装
の
乱
れ
を
整
え
る
。

　
⑤
　
こ
の
ま
ま
で
は
問
題
の
長
期
化
は
必
至
だ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
三
十

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
月
面
探
査
機
の
打
ち■

上
げ
を
計
画
す
る
。

　
②
　
片
方
の
窓
を
閉
め
る
。

　
③
　
水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ
た
め
、
ふ
た
を
閉
じ
る
。

　
④
　
ジ
ャ
ム
を
保
存
す
る
密
閉
容
器
を
探
す
。

　
⑤
　
値
段
は
高
い
が
、
そ
れ
に
見
合
う■

価
値
の
あ
る 

商
品
だ
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
三
十
一

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
臨
時
列
車
の
乗
車
券
を
買
う
。

　
②
　
温
暖
な
気
候
の
土
地
で
暮
ら
す
。

　
③
　
暖
か
い
の
で
上
着
は
必
要
な
い
。

　
④
　
暑
い■

季
節
は
食
欲
が
無
く
な
る
。

　
⑤
　
地
図
の
縮
尺
を
調
べ
る
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
三
十
二

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
道
路
の
拡
張
工
事
を
指
揮
す
る
。

　
②
　
銭
湯
の
看
板
を
新
し
く
す
る
。

　
③
　
通
訳
の
仕
事
に
転
職
し
よ
う
と
腹
を
決
め
る
。

　
④
　
展
覧
会
が
中
止
に
な
っ
た
訳
を
説
明
す
る
。

　
⑤
　
ラ
ー
メ
ン
の
大
盛
り
を
食
べ
て
満
腹
に
な
っ
た
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
三
十
三

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
敵
な
が
ら
、
見
事
な
戦
い
方
に
舌
を
巻
く
。

　
②
　
胃
腸
の
調
子
が
良
い
。

　
③
　
か
れ
の
相
棒
は
職
務
に
忠
実
だ
。

　
④
　
う
ず
潮
が
一
番■

大
き
く■

見
え
る
の
は
満
潮
の
時

だ
そ
う
だ
。

　
⑤
　
作
詞
の
勉
強
を
す
る
た
め
に
専
門
学
校
に
通
う
。



取と

り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
三
十
四

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
観
衆
が
土
俵
の
上
の
力
士
を
注
視
す
る
。

　
②
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
始
ま
る
。

　
③
　
純
す
い
な
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。

　
④
　「
医
は
仁
術
」
と
い
う
格
言
が
あ
る
。

　
⑤
　
農
夫
が
米
俵
を
軽
々
と
か
つ
ぐ
。



取
り
組く

ん
だ
日ひ

　
　
　
月
　
　
　
日

国
語

六
─
三
十
五

（
読
み
）

第
六
学
年
の
漢
字
（
読
み
）

　
　
　
　
　
　
年
　
　
　
　
組
　
　
　
　
番

名
前

　
　
　
　
の
漢か

ん

字じ

の
読よ

み
を
　
　
　
　
の
右み

ぎ

側が
わ

に
書か

き

ま
し
ょ
う
。

　
①
　
多
く
の
穀
物
を
海
外
か
ら
輸
入
す
る
。

　
②
　
不
純
物
を
取
り■

除
く
。

　
③
　
家
臣
を
従
え
て
出
か
け
る
。

　
④
　
人
体
に
有
害
な
物
質
を
除
去
す
る
。

　
⑤
　
布
を
裁
断
し
て
洋
服
を
作
る
。

　
⑥
　
法
律
で
裁
く
。




